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カ
ケ

カ
ケ
イ
チ
セ
イ
桔
渓
智
清
加
賀
滞
京
第
三
代

前
悶
利
常
の
子
施
制
御
.
の
法
説
。
祥
し
〈
は
花
撲
智
消

費
女
0

・

カ
ケ
イ
ハ
欠
岩
江
泊
郡
四
十
九
院
に
あ
る
岩
。

笈
態
紀
聞
に
、
こ
の
村
か
ら
十
町
許
奥
の
谷
に
欠
岩

が
あ
る
。
毎
年
入
梅
の
頃
岩
の
ひ
た
へ
に
蛇
が
出

る
と
い
ふ
。
叉
荒
谷
の
奥
の
岩
で
も
、
同
じ
こ
と
が

い
は
れ
る
と
あ
る
。

カ
ゲ
キ
キ
ヤ
タ
蔭
開
設

4
y
y
デ

y
サ
イ
キ

ヨ
新
聞
裁
待
。

カ
ケ
ザ
ク
鱒
作
叉
は
懸
作
と
も
鶴
〈
。
務
政

の
時
、
百
姓
が
そ
の
時
住
地
で
な
い
村
に
高
を
有
す

る
時
、
そ
の
高
の
存
す
る
乙
村
で
は
之
脅
叩
村
の
掛

作
某
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
っ
た
。

カ
ザ
ザ
ダ
景
定
加
賀
の
万
工
。
加
州
住
際
原

景
定
と
切
る
。
寛
文
頃
。

カ
ヂ
ツ
荷
月

4
オ
ホ
ニ
ジ
カ
ゲ
ツ

用。

大
商
荷

• 

カ
M
マ
ツ
イ
チ
ヤ
ロ
ン
華
月
一
夜
論
一
加
。
能

菅
菅
原
の
俳
人
鏡
花
坊
著
。
序
は
明
和
乙
酉
春
寒
き

目
白
謹
摩
見
風
及
び
明
和
申
申
夏
六
周
無
住
坊
、
践

は
商
議
援
己
実
。
明
和
ご
年
十
周
京
河
南
四
郎
右
衛

門
等
板
。
外
題
は
建
部
涼
袋
の
片
献
二
夜
間
答
に
封

し
た
も
の
で
、
涼
袋
が
東
都
に
於
い
て
片
献
を
主
張

し
た
こ
と
や
・
鍵
じ
、
池
周
坊
之
を
問
ひ
、
鏡
花
坊
之

に
答
へ
、
無
住
坊
之
や
・
鍍
記
し
た
さ
ま
に
述
べ
て
あ

る
。
鏡
花
坊
と
い
ふ
の
は
明
専
寺
智
澗
の
俳
観
で
あ

る。
カ
ケ
ヅ
タ
リ
懸
作
掛
遣
と
も
欝
〈
。
今
世
人

.
が
、
ほ
し
み
せ
と
呼
ぶ
露
底
の
如
き
も
の
で
、
道
路

脇
に
鰐
屋
を
設
け
、
物
を
商
ζ
J

た
頚
を
呼
ん
だ
ら
し

の
も
あ
る
が
、
寧
ろ
川
端
叉
は
堀
暗
に
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町
名
に
浅
野
川
掛
作
り
の
あ
っ
た
如
き
は
そ
れ
で
あ
A

年
制
仰
槌
荷
磁
止
の
後
紳
職
に
勝
じ
、
枇
蹴
や
・
閥
野

る
。
前
倒
利
常
の
時
に
小
松
茂
烏
掛
作
り
と
あ
る
一
一
抑
祉
と
定
め
た
。

も
‘
前
川
島
の
池
水
に
磁
出
し
た
茶
本
な
の
で
あ
る
o
一
ガ
ケ
ノ
ヤ
イ
Z
モ
ン
関
野
屋
伊
右
衛
門
石
川

カ
ケ
ヅ
ク

9
バ
シ
墾
坦
橋
金
稼
橋
梁
記
に
、
一
郡
泉
野
新
村
の
践
民
で
、
古
へ
緩
品
附
涯
の
臓
野
で

『
か
け
づ
〈
り
橋
、
=
一
祉
』
と
あ
る
。
此
の
橋
は
金
持
一
あ
っ
た
の
そ
問
一
裂
し
、
鎮
守
と
し
て
紳
明
を
糊
請
し

穴
水
町
の
尻
地
長
土
桝
遁
鬼
川
の
下
流
に
架
け
た
橋
一
た
。
こ
れ
即
ち
闘
野
跡
祉
で
、
伊
右
衛
門
は
後
に
去

で
、
そ
れ
か
ら
以
北
が
コ
一
祉
援
で
あ
る
。
故
に
三
社
一
る
ま
で
教
代
そ
の
附
涯
に
将
位
し
た
。

掛
道
橋
と
も
呼
ん
だ
。
此
の
橋
爪
の
川
の
上
に
掛
建
一
カ
ケ
ハ
シ
梯
能
楽
部
板
棒
郷
に
臨
す
る
部
w
m
o

の
家
が
あ
っ
た
L
め
橋
名
に
呼
ん
だ
の
で
あ
る
o

一
一
一
エ
問
視
に
、
寛
永
十
六
年
前

m利
常
の
小
松
に
隠
時

カ
ゲ
ツ
デ
ン
花
月
億
一
加
。
俳
人
北
技
者
。
一
し
た
時
町
中
京
梓
-0.
締
織
も
少
し
川
上
へ
架
け
直

此
の
替
は
俳
諮
詠
口
の
て
に
脅
は
や
・
初
め
、
附
A
H
に
一
し
た
と
い
ひ
、
蛍
の
党
に
、
小
松
梯
は
そ
の
さ
き
板

関
す
る
芭
蕉
の
直
偲
や
・
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
序
政
一
橋
で
幅
も
脆
か
っ
た
が
、
明
和
中
橋
wm
ち
、
同
八
年

は
な
い
o

一
石
橋
に
架
け
符
へ
ら
れ
た
と
あ
る
。
白
布
は
こ
の
橋

カ
ゲ
ト
シ
最
利
加
賀
の
万
工
。
古
刀
矧
に
在
一
ー
か
ら
組
る
。

り
で
は
景
利
と
切
り
、
臨
永
頃
。
新
万
期
に
在
り
て
-
カ
ケ
ハ
シ
ガ
ハ
綿
川

4
7
タ
カ
ガ
ハ
安
宅

は
、
加
州
金
稼
住
殻
利
と
切
旬
、
W
地

支

頃

。

一

川

。

カ
ゲ
ナ
イ
ゼ
ン
鹿
毛
内
膳
鹿
毛
文
内
の
子
。
一
カ
ケ
ハ
シ
タ
ン
ジ
ヤ
綿
締
結
能
美
郡
上
牧
に

文
内
は
ご
千
石
荷
受
け
、
路
長
七
年
金
滞
城
天
中
.
焼
一
銀
座
し
、
も
と
梯
天
紳
と
も
梯
天
満
宮
と
も
稿
せ
ら

失
の
時
使
や
・
勤
め
て
焼
死
し
た
。
内
騰
は
千
石
荷
受
一
れ
た
。
梅
林
院
は
そ
の
枇
併
の
腐
る
腕
で
あ
る
。
初

け
‘
そ
の
子
七
兵
衛
に
京
b
、
富
山
俣
の
従
院
と
な
一
め
前

m利
常
が
小
松
城
に
隠
栖
し
た
後
、
天
満
宮
が

っ
た
o

一
そ
の
家
の
誕
砲
で
あ
る
と
い
ふ
の
.
で
、
明
時
三
年
か

ガ
ケ
ノ
ウ
ヘ
ノ
関
野
上
野
三
州
街
蹴
誌
に
、
'
ら
遺
鐙
せ
し
め
た
も
の
で
、
奉
行
は
原
良
忠
・
字
削

昔
石
川
郡
泉
野
村
領
が
け
の
上
野
に
抽
仰
木
・
栗
木
林
・

'
E方
の
ご
人
で
あ
っ
た
。
大
工
棟
梁
は
山
上
務
右
衛

郁
萄
棚
、
野
町
道
右
の
方
に
油
木
敏
千
様
を
槌
ゑ
て
一
門
務
随
が
之
に
笛
旬
、
祉
殿
の
規
僕
す
べ
て
北
野
の

城
中
の
燃
油
に
供
し
た
。
泉
野
村
に
後
間
ま
で
架
J

一
そ
れ
に
倣
ひ
、
銀
汽
末
期
の
蹄
化
術
今
仙
始
仙
が
質

木
林
あ
る
は
そ
の
治
名
で
あ
る
と
犯
す
る
。
こ
れ
は
一
脅
加
へ
た
管
公
の
備
像
そ
前
慨
に
崇
め
た
。
次
い
で

三
積
担
に
、
元
利
ご
年
の
路
樹
奥
右
衛
門
が
、
石
川
・
一
北
野
祉
併
松
裳
院
能
閥
が
召
し
下
さ
れ
て
別
舘
や
・
命

河
北
爾
郡
の
貌
許
や
・
命
ぜ
ら
れ
た
時
の
こ
と
L
し
て
一
ぜ
ら
れ
、
四
年
ご
月
什
四
回
線
照
前

m椴
依
恒
知
・

あ
る
。
関
野
上
野
は
後
期
に
関
野
と
い
ひ
、
泉
野
新
一
寺
商
若
狭
禿
資
ご
人
の
奉
行
に
よ
っ
て
、
滋
宮
の
能

村
に
毘
し
た
。
金
深
棲
畠
・
吹
上
の
末
で
あ
る
。
↑
式
を
行
っ
た
。
祉
領
百
石
、
月
次
強
敵
料
三
十
石
。

ガ
ケ
ノ
ジ
ン
タ
ヤ
閥
野
紳
批
俗
に
関
野
の
跡
一
明
治
七
年
六
周
梯
天
前
祉
や
・
殴
め
て
梯
跡
祉
と
し
、

聞
と
呼
ぶ
。
金
需
十
一
屋
附
涯
の
産
土
却
で
、
昔
は
一
昭
和
十
ご
年
六
周
金
需
尾
山
荷
量
の
智
商
社
な
る
町
田

-
h
j
1
i
i
i
 

一
六
二

色
現
徳
太
子
像
一
幅
緊
七
四
種
櫛
三
五
種
が
あ
っ

て
、
室
町
時
代
の
作
と
認
め
ら
れ
、
重
要
奨
術
品
に

指
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
の
外
絹
本
箸
色
管
跡
像
一

幅
竪
一
米
三
極
秘
五
回
癌
が
あ
っ
て
、
桃
山
乃
主
江

戸
初
期
と
認
め
ら
れ
る
。

カ
ケ
ハ
シ
デ
締
出
能
美
郡
徳
橋
郷
に
毘
す
る

部
務
。
郷
村
名
義
抄
に
、
陵
安
三
年
の
出
梯
村
の
者

が
、
小
松
町
制
の
町
部
に
家
腕
し
て
か
ら
、
梯
出
村

町
と
唱
へ
た
に
通
る
と
あ
る
。

カ
ケ
ハ
シ
テ
ン
ジ
ン
レ
ン
ガ
ノ
マ
キ
繍
天
神
連

歌
巻
能
楽
郡
梯
天
神
の
祉
磁
で
、
明
勝
三
年
前
回

利
常
が
松
諮
陪
能
限
を
本
祉
の
別
笛
に
任
じ
、
八
周

什
流
日
利
常
の
『
千
代
の
秋
跡
や
告
け
ん
松
の
聾
』

や
・
波
句
に
し
て
興
行
し
た
百
簡
で
あ
る
。

ガ
ケ
ハ
ラ
マ
チ
欠
原
町
金
裸
の
町
名
で
、
俗

に
が
け
と
呼
ぶ
。
此
の
地
は
大
采
寺
坂
の
高
、
間
庇

町
の
末
な
る
民
総
札
7
・逝
b
、
.
嫁
坂
・
申
坂
・
新
坂
高
か

ら
ご
十
人
町
宇
一
鰐
て
波
着
寺
前
へ
出
る
聞
の
片
原
町

で
あ
る
。
地
勢
小
京
野
の
接
地
よ
り
一
段
低
〈
、
昔

は
荒
地
で
あ
っ
た
の
を
僅
か
に
築
き
出
し
‘
小
家
を

建
て
つ
ら
ね
た
所
で
あ
っ
た
。
元
機
九
年
の
地
子
町

肝
煎
裁
許
付
に
、
設
舞
新
坂
町
・
問
が
け
原
・
同
…
本

松
と
載
せ
た
欠
原
は
、
則
ち
こ
の
地
で
、
元
と
鍛
鮮
の

村
地
な
る
に
よ
り
、
鍛
錬
が
け
原
と
呼
ん
だ
の
で
あ

ら
う
。
叉
が
け
原
町
と
い
ふ
名
は
、
が
け
片
原
町
の

略
構
で
あ
る
と
も
い
ふ
。
明
治
十
九
年
五
月
間
羽
町
・

殴
陀
町
の
邸
地
が
際
軍
の
用
地
と
な
っ
た
頃
、
欠
原

町
も
按
坂
以
商
は
悉
〈
家
屋
や
・
段
ち
、
練
兵
携
の
地

内
と
な
っ
た
。

カ
ゲ
ヒ
ラ
最
卒
加
賀
の
万
工
。
甚
六
衆
若
ハ
越

中
守
高
卒
〉
の
長
子
。
遺
構
図
郎
右
衛
門
。
初
銘
粂

若
を
寛
永
五
年
の
頃
弟
叉
助
に
護
っ
て
、
自
ら
景
平


